
(57)【要約】

【目的】知的情報家電の１種として、家庭内で使用する

ことを目的に、便利な新機能を付与した携帯情報端末を

開発する。

【構成】従来のタイプより外見が少し大きく薄い携帯情

報端末に次のような新機能を付与する。

１、　生活防水機能。２、　自由自在に持ち運びできる

モーバイル機能は有しつつも、机の上に置いて、任意の

角度で液晶画面を眺めることができる機能。つまり、任

意の角度で斜めに傾斜をつけて卓上に置けるように、装

置背面にせり出しの足（支え台）を付与する。勿論、こ

の足は、通常の使用時には、邪魔にならないように背面

に収まっている。３、　節電機能が組み込まれており、

しかも、この機能実行中に、液晶画面上に生活上役に立

つ情報（時計＋その日のスケジュール）がスクリーンセ

ーバーとして表示され、且つ、各設定時刻ごとに、内容

を音（声）で知らせる。４、　特に、充電中にも、この

スクリーンセーバー表示機能が実行できる。５、　家庭

内でコードレス子機付き電話機と無線接続できる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】＂主婦が台所の水周りでも使用できる＂と

いう環境を想定して、インフォメーションパネルに生活

防水機能を与える。この場合の最大の問題は各種の接続

口である。本装置では、本体横側部にある、（電気供

給、ＤＶＤその他の）差し込み口は、全体をまとめて一

枚のカバー板で覆うようにする。外見上、これは、従

来、テレビやビデオの各種設定スイッチを覆うカバーで

よく見られた方式である。しかし、インフォメーション

パネルの場合、これが防水カバーになっている。

【請求項２】一方、液晶パネル部分の生活防水機能に関

しては、液晶パネル部分全体に、周辺枠組み部まで届

く、極薄の透明フィルムを貼る。（ついでに、と言って

は何であるが、）できれば、この透明カバーに電磁波シ

ールド機能やチラツキ防止機能を盛り込む。

【請求項３】インフォメーションパネルに、節電状態

（待ち受け状態）を機能として作り付ける。この節電状

態では、アラーム付きの時計機能がスクリーンセーバー

として画面上（の一部分）に表示できるように設計す

る。アラーム音は電子音でも入力音声でもよい。

【請求項４】毎日の予定をメモするスケジュール管理プ

ログラムを内蔵する。そして、このスケジュール管理プ

ログラムに入力した予定は、節電状態でもチェックでき

るようにする。つまり、毎日、その日の分の予定を、自

動的に、節電状態スクリーンセーバー上（の一部分）に

表示し、且つ、各指定時刻毎に、内容を音声で知らせる

ように設計する。

【請求項５】特に、充電中にも、この節電状態機能が発

揮できるようにする。

【請求項６】任意の角度で斜めに傾斜をつけて卓上に置

けるように、インフォメーションパネルの装置背面にせ

り出しの足（支え台）を付与する。勿論、この足は、通

常の使用時には、邪魔にならないように背面に収まって

いる。

【請求項７】家庭内で使用する際の、基本的な通信機能

として、インフォメーションパネルを家庭内の通常のコ

ードレス子機付き電話機と無線のコードレスでつなげ

る。これにより、インターネットと接続が可能になる

し、ＦＡＸ機能も実現できる。勿論、電話の子機にもな

る。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、知的情報家電の１種と

しての、主に家庭内で使用することを目的に開発され

た、携帯情報端末に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、様々な形の携帯情報端末が製品化

されてきたが、それらは総て、モーバイル端末として、

＂携帯でき＂且つ＂外出先で使用できること＂を念頭に

おいて開発されていた。

【０００３】また、従来、様々な形の情報家電が製品化

されてきたが、それらのほとんどは、従来の何らかの家

電（テレビ、電話、冷蔵庫等）に、インターネット等の

情報通信機能を付加、追加したものであった。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】従来のほとんどの情報

家電の弱点の一つは、それが原理上、設置型であるとい

う事実にある。つまり、例えば、テレビにインターネッ

ト機能を付加した製品は、基本的に、家庭内で持ち運び

することを想定して製品化されていない。これは、たと

え、テレビが液晶パネル画面であっても、依然として、

原理上、設置型であるという事実は変わらない。（移動

可能であるという事実と、携帯端末として自由自在に持

ち運べるという事実は異なる。）

【０００５】これに対し、家庭内で自由自在に持ち運び

ができる知的情報端末があれば便利である。ここで言

う、＂知的＂とはインターネット、電子メール、ホーム

バンキング、電子伝言板、その他の＂その時代時代にあ

りふれた、便利な電子的諸機能＂のことである。

【０００６】従来、このような役割を果たしていた製品

は、携帯情報端末＋携帯電話であった。しかしながら、

従来の携帯情報端末＋携帯電話は、当然のことながら、

その製品化コンセプトとして、外出先で使用することを

念頭においていた。つまり、家庭内で使用することに特

化されて製品化されてはいなかった。

【０００７】その自然な帰結として、（持ち運び上の便

利さを優先させることにより、）情報表示画面のサイズ

が限定されることになった。これでは、家庭内で主婦が

日常的に眺めて使用する製品の画面としては、いささか

小さすぎる。特に、その製品を手で持って使用するのみ

ならず、

「何かの上に置いて眺めながら利用する」　　　　…

というコンセプトを実現するには、従来の携帯情報端末

は不向きである。

【０００８】一方、従来のノートパソコン＋電話機はＡ

４版の大きさまであり、しかも、机等の上において使用

することまでも念頭において開発されている。この意味

で のコンセプトを満足させる製品である。しかしなが

ら、家庭の主婦層が家庭内で期待する機能は、ビジネス

用途を想定して開発されたノートパソコンの機能とは本

質的に異なる。つまり、主婦が期待するのは、パソコン

のアプリケーションソフトで実現される様々な最先端機

能ではなく、

「家庭生活に便利な情報通信機能だけを、簡単に使用できる」　　　…

というコンセプトなのである。そもそも、主婦にはキー

ボードアレルギーが多い。

【０００９】我々の課題は、上記 、 のコンセプトを

同時に満たすような、＂家庭用に特化された携帯情報端
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末＂を開発することである。

【００１０】

【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた

めに、比較的画面サイズの大きな（６インチ以上）フラ

ット液晶ディスプレー一体型携帯情報端末を開発する。

外観としては、キーボードがついてない、従来の携帯情

報端末の大型版で薄いものを想定すればよかろう。

【００１１】これだけでは、従来品の単なる大型版で特

許の新規性・進歩性の用件を満たさない。我々は、この

基本機構に以下のような新機能を追加する。これによ

り、新規性・進歩性が獲得でき、且つ、上記 、 のコ

ンセプトが同時に満たされることが確認できよう。

【００１２】まず、家庭内で使用する際の、基本的な通

信機能として、家庭内の通常のコードレス子機付き電話

機と無線のコードレスでつながるものを想定する。これ

により、インターネットと接続が可能になる。勿論、電

話の子機にもなる。

【００１３】入力機能はペン、指、音声がすべて使用で

きる環境を想定する。

【００１４】＂主婦が台所の水周りでも使用できる＂と

いう環境を想定して、生活防水機能を与える。この場合

の最大の問題は各種の接続口である。本装置では、本体

横側部にある、（電気供給、ＤＶＤその他の）差し込み

口は、全体をまとめて一枚のカバー板で覆うようにす

る。この蓋を、充電中以外の使用時に生活防水程度に仕

上げるのは、それ程難しいことではない。

【００１５】一方、液晶パネル部分の生活防水機能に関

しては、簡単に解決できる。つまり、液晶パネル部分全

体に、周辺枠組み部まで届く、極薄の透明フィルムを貼

れば良い。これにより、タッチ機能に何等の支障も来た

さない。ついでに、と言っては何であるが、この透明フ

ィルムに電磁波シールド機能やチラツキ防止機能が盛り

込めれば、万々歳であろう。

【００１６】実用性を鑑み、節電状態（待ち受け状態）

を機能として作り付ける。この状態では、アラーム付き

の時計機能がスクリーンセーバーとして画面上（の一部

分）に表示されるように設計する。アラーム音は電子音

でも入力音声でもよい。

【００１７】毎日の予定をメモするスケジュール管理プ

ログラムを内蔵する。そして、このスケジュール管理プ

ログラムに入力した予定は節電状態でもチェックできる

ようにする。つまり、毎日、その日の分の予定を、自動

的に、節電状態スクリーンセーバー上（の一部分）に表

示し、且つ、各指定時刻毎に、内容を音声で知らせるよ

うに設計する。

【００１８】特に、充電中にも節電状態機能が発動でき

るようにする。つまり、節電状態スクリーンセーバーが

画面上に登場できるようにする。

【００１９】液晶画面は斜めからは見にくい。それゆ

え、手から離して机の上に置いた時、いつも真上から見

なければならないことになる。しかし、これでは実用に

耐えない。それゆえ、任意の角度で斜めに傾斜をつけて

卓上に置けるように、装置背面にせり出しの足（支え

台）を付与する。勿論、この足は、通常の使用時には、

邪魔にならないように背面に収まっている。

【００２０】以上のような機能を備えた、家庭用に特化

された携帯情報端末を、＂インフォメーションパネル＂

と呼ぼう。

【００２１】

【作用】通常の使用中は、本体に付属したカバーによ

り、各種接続口は隠されている。これにより、インフォ

メーションパネルの使用上、何ら不便は生じない。つま

り、基本的には、インフォメーションパネルを他の機器

に（ケーブル等のハードウェアで）直接接続することな

く、モーバイル端末として自由に使用できる環境をユー

ザーは獲得している。言い換えれば、そのような機器と

して、インフォメーションパネルを制作する。

【００２２】但し、使い捨て電池だけでインフォメーシ

ョンパネルを動作させることは、実用上かなりの制約に

なる。よって、充電池が利用できるようにする。また、

机上で使用中は、直接コンセントに接続した状態でも動

作できるように設計する。このような際には、当然のこ

とながら、カバーを開けて、しかるべき接続口を露出し

た上で、コンセントにケーブルで接続する。

【００２３】この際、カバーを開ける事により、（電気

以外の）他の各種接続口も同時に開くことになる。つま

り、我々の開発思想は、各種接続口の各々に、それぞれ

独立した固有のカバーを設けるのではなく、インフォメ

ーションパネルの側面に設けた、（長細い）一枚カバー

で、生活防水機能を獲得することにある。こうすること

で、実用上、何ら支障はないと思うからである。

【００２４】但し、これは当然のことであるが、各種接

続口数が増加して、例えば、側面と背面に分散している

場合には、カバー総数は２枚となる。つまり、生活防水

カバーは、各側面ごとに一枚の割合で着ける。カバーの

付け方の具体例については、後に、実施例で挙げる。

【００２５】電気取り入れ口以外の各種接続口について

は、インフォメーションパネルの性能次第で、付けたり

付けなかったりできる。つまり、最も基本レベルの性能

のインフォメーションパネルでは、電気接続口以外の接

続口が無いモデルを想定できる。この基本モデルの上

に、上級機種として、様々なインターフェイス機能を作

り込んだモデルを考えることが可能である。代表例はフ

ロッピーディスクやＤＶＤの挿入口であり、プリンター

への接続口である。

【００２６】ここで、本特許は、インフォメーションパ

ネルの基本機能に関する特許であり、接続可能な各種機

能の可能性を云々する特許ではない点を確認しておきた

い。後者の各種機能は、世の流行につれ、変化していく

ことが自然である。それに対し、＂一枚カバーで生活防
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水機能を実現する＂という点が本特許の要点の一つであ

る。

【００２７】一方、応用ソフトに関しても同様のことが

言える。ここで申請しているソフトがらみの基本特許の

機能は、既存のスケジューリングソフト機能、既存のス

クリーンセーバー機能、既存の節電（待ち受け）機能の

３種を組み合わせて、新しい融合機能である、

「＂節電中＂に＂時計＋その日のスケジュールを表示し＂、且つ、＂音（声）で

告知する＂　」　　　　…

機能を実現しようというものである。我々は、インフォ

メーションパネルに組み込む、その他の応用ソフトにつ

いて、ここで特定する必要はない。当然のことながら、

それは、世の流行に従って、変化していくものである。

【００２８】上記 の機能は、インフォメーションパネ

ルを使用中なら、いつでも実行可能であるように設計す

る。つまり、節電機能は、＂節電アイコンの選択＂によ

り、もしくは、通常のように、＂節電実行までの経過時

間指定＂で実行できるように設計する。

【００２９】 の機能が従来のパソコンの節電機能（低

電力機能）と基本的に異なる点は、インフォメーション

パネルでは、節電機能が立ち上がる毎に、自動的にスク

リーンセーバーが表示されるという点である。（従来

は、節電機能とスクリーンセーバーの立ち上げ機能とは

独立していた。そして、節電中の画面は、自動的にシャ

ットダウンされていた。）スクリーンセーバーの本来の

機能は＂画面の焦げ付き防止＂であるが、この程度の消

費電力を節電中に使用しても、電力消費量に大差はな

い。これを逆に言えば、スクリーンセーバーの実行中

は、できるだけ節電するように基本設計をするというこ

とになる。

【００３０】ところで、スクリーンセーバーのメニュー

に関してであるが、メニューのトップには、デフォルト

で、 を実行する命令が並んでいることになる。しかし

ながら、当然、その他のスクリーンセーバー画面もある

ように製品化したほうが、実用的であろう。スクリーン

セーバー画面の設定には、ＯＫボタンを押せばよい。こ

れでトップの画面が表示される。

【００３１】スクリーンセーバーメニューのトップに

以外の項目がある場合、（つまり、デフォルト指定をユ

ーザーが変更した場合、）当然のことながら、節電中

は、そちらの機能が自動的に立ち上がることになる。但

し、その立ち上がった機能が、 に代わる、どのような

種類の機能であるかはここでは関知しない。単なる、絵

（動画）又は音（音楽）が好きなユーザーもあろう。

【００３２】従来のパソコンでも、スクリーンセーバー

実行中は、通常状態と比べて、多少の節電にはなってい

た。しかしながら、スクリーンセーバーで が実現でき

るような機能はなかった。この意味で、 は、新規性・

進歩性がある。しかも、 は一般のパソコンでも（やれ

ば）実現できる、汎用性の高い機能である。つまり、本

来、 の機能だけで、独立した特許申請ができる。しか

し、我々は、 をインフォメーションパネルの諸機能の

一つとして、ここで、同時に特許申請する。

【００３３】これ以上、この の機能を実現するための

詳細設計は開示しない。これは意図的な行為である。つ

まり、我々は、 という機能に関する基本特許の請求を

しているのである。これの具体的な実現方法には様々な

バリエーションが考えられる。具体例をあげれば、それ

だけ、特許権の範囲が狭まるからである。但し、この

の機能の具体的実現が可能であることだけは、ここで断

言しておこう。（他人にはできなくても、私にはできま

す。）つまり、世によくある、ＳＦ研究を特許請求し

た、詐欺まがいの行為ではない。

【００３４】インフォメーションパネルでは、特に、

「充電中にも、（開始の経過時間指定で、）スクリーンセーバー表示機能を自動

で立ち上げることが出来る」　　　…

ように設計する。勿論、充電中には、スクリーンセーバ

ー表示機能が立ち上がらないようにもできる。

【００３５】このように、インフォメーションパネル

は、充電中にかなりの配慮をした情報家電になってい

る。このような配慮の背景には、実は、既存の情報家電

の基本性能の流れを左右する程の、基本思想が潜んでい

る。つまり、「充電の容量は（大きいに越したことはな

いが、取り敢えず）一定のまま、充電時間を短縮する」

方向の技術と「充電時間を多少犠牲にしてでも（例え

ば、２時間充電が５時間充電に延びても、）充電の容量

を増大させる」方向の技術の２者択一である。我々は、

後者を採用する。否、それ以上である。つまり、

「充電中、多少の電力消費があっても、それ相応のメリットがあれば黙認する」

　　　　…

という基本姿勢を我々はとる。かくして、インフォメー

ションパネルを、毎日、かなりの時間（８時間ぐらい

は）充電することを念頭に置いて、開発したのだ。その

上で、充電中の長い時間の有効利用を図るのである。

【００３６】 のコンセプトに基づき、充電中にスクリ

ーンセーバーを表示するような機能は従来なかった。こ

の意味で、 の機能は、新規性・進歩性がある。しか

も、 は、一般の携帯パソコンでも（やれば）実現でき

る、汎用性の高い機能である。つまり、本来、 の機能

だけで、独立した特許申請ができる。しかし、我々は、

をインフォメーションパネルの諸機能の一つとして、

ここで、同時に特許申請する。

10

20

30

40

50

＊

＊

※

※

★

★



(5) 特開２０００－１３２２７８
7 8

【００３７】これ以上、この の機能を実現するための

詳細設計は開示しない。これは意図的な行為である。つ

まり、我々は、 という機能に関する基本特許の請求を

しているのである。これの具体的な実現方法には様々な

バリエーションが考えられる。具体例をあげれば、それ

だけ、特許権の範囲が狭まるからである。但し、この

の機能の具体的実現が可能であることだけは、ここで断

言しておこう。（他人にはできなくても、私にはできま

す。）つまり、世によくある、ＳＦ研究を特許請求し

た、詐欺まがいの行為ではない。

【００３８】インフォメーションパネルを立てるための

足（台）についてであるが、これには様々なタイプが考

えられる。基本要請は、「手で持って使用中は、邪魔に

ならないように、本体背面に格納可能な構造をしてい

る」という点のみである。ただ、できれば、足の接地面

積は小さいに越した事はない。しかし、インフォメーシ

ョンパネルを立てた時、小さすぎて不安定になっては元

も子もない。これに関しては、次の実施例でいくつかの

タイプを具体的に挙げてみよう。

【００３９】最後に、インフォメーションパネルとコー

ドレス子機付き電話機との無線接続機能についてである

が、実は、この機能の実現に関しても、別の特許申請が

できるほどの汎用性がある。例えば、この機能により、

現在のパソコンと電話機との接続ケーブルが不要にな

り、パソコン設置上の自由度が増すという御利益が得ら

れる。しかし、我々の特許戦略として、別立ての特許に

はしないで、インフォメーションパネルとの絡みで同時

申請しておく。

【００４０】インフォメーションパネルとコードレス子

機付き電話機との無線接続機能については、段階的に機

能強化を行う方式で特許申請をしたい。この段階性は無

線接続機能の汎用性と不可分の関係にある。まず、第一

レベルの汎用性段階として、

「コードレス子機付き電話機を販売する各メーカーが、それとセットにできる情

報家電として、（つまり、コードレス子機付き電話機の拡張機器として、）自社

のインフォメーションパネルを製造し、親子電話機とセットにして販売する」　

　　…

という段階がある。

【００４１】この レベルの無線接続機能を実現するの

に、技術的な難点はない。現在、すでに、電話の親機と

子機は無線接続されている。同じメーカーが、これとま

ったく同じ技術を使用すれば良いだけのことである。イ

ンフォメーションパネルがモデムさえ内蔵していれば、

後は基本的に、従来のパソコンと電話機とのケーブル接

続後の方法を踏襲すれば良い。例えば、インターネット

接続ソフトが、ダイヤルアップ接続方式で、適当な接続

プロバイダーと契約するといった具合である。

【００４２】次に、第二レベルの汎用性段階として、

「コードレス子機付き電話機を販売するあるメーカーが、自社、及び、主要他社

のコードレス子機付き電話機複数のタイプと共通にセットにできる一般的な情報

家電として、自社のインフォメーションパネルを製造、販売する」　　　　　　

　　…

という段階がある。つまり、商売上、色気を出すわけで

ある。

【００４３】この レベルの無線接続機能を実現するの

に、それほど技術的な難点はない。それよりも、むし

ろ、この場合には＂人手＂が必要になる。つまり、現

在、自宅で使用している親子電話機と新しく買ったイン

フォメーションパネルを無線接続できるようにするため

には、インフォメーションパネルのメーカーから人を呼

んで、電話機側とセットで、無線接続の基本設定をして

もらう必要がある。

【００４４】これで無線接続設定は完了する。逆に言え

ば、これで接続ができるように、インフォメーションパ

ネルを設計する。この レベルの機能は、既存の携帯型

パソコンにも組み込める点に注意してほしい。（携帯型

パソコンを携帯電話と接続するより、家庭内では、コー

ドレス子機付き電話機に接続するほうが、料金的に有利

であろう。）この意味で、この レベルの請求項目は汎

用性がある。

【００４５】これ以上、この レベルの機能を実現する

ための詳細設計は開示しない。これは意図的な行為であ

る。つまり、我々は、 という機能に関する基本特許の

請求をしているのである。これの具体的な実現方法には

様々なバリエーションが考えられる。具体例をあげれ

ば、それだけ、特許権の範囲が狭まるからである。但

し、この レベルの機能の具体的実現が可能であること

だけは、ここで断言しておこう。（他人にはできなくて

も、私にはできます。）つまり、世によくある、ＳＦ研

究を特許請求した、詐欺まがいの行為ではない。

【００４６】

【実施例】実施例について図面を参照して説明する。図

１は典型的なインフォメーションパネルを正面から見た

ものである。従来の主な携帯情報端末との違いは、液晶

ディスプレイを覆う、上蓋がない点にある。従来の携帯

情報端末はカバンやポケットに入れて持ち運ぶことを念

頭において開発されてきた。それに対し、インフォメー

ションパネルは家庭内で使用することを念頭において開

発されている。しかも、充電中は時計代わりに利用す

る。これが、上蓋を必要としない理由である。（なお、
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これは言わずもがなであるが、アンテナは内蔵型であ

る。以後も同様。）

【００４７】図２はインフォメーションパネル側面の防

水カバーを開いた状態である。＂上開き＂のほうが、

＂下開き＂や＂（左右の）横開き＂よりも自然で、使用

上、便利であろう。生活防水機能の実現に関しては、例

えば、＂カバー周辺部の本体接触部分の切れ込みを深く

とる＂とか、＂カバー周辺部を薄ゴムで縁取りする＂と

かすればよかろう。

【００４８】図３はインフォメーションパネルの裏面を

見たものである。このタイプの＂支え足（台）＂はごく

薄いフラットな一枚のパネルになっている。パネルの表

面（机等と接地する）部分は、滑り止め加工が施されて

いる。通常、この支え台はインフォメーションパネル背

面に埋め込まれた状態で格納されている。これにより、

背面の凹凸はない。なお、このタイプの支え足の大きさ

（面積）については、＂使用上適度な大きさ＂が自然に

決まろう。

【００４９】図４はこのタイプの支え台を引き出した状

態で、インフォメーションパネルを使用中の図である。

この支え台は任意の角度でしっかりと止まるように設計

されている。インフォメーションパネルの総重量がそれ

ほど重くないことを考えれば、このように＂任意の角度

でしっかりと止まる＂機能の実現は容易である。

【００５０】図５は別タイプのインフォメーションパネ

ルの裏面を見たものである。このタイプの＂支え足

（台）＂は二本の細長い棒が下軸で結合された形状にな

っている。この支え台もインフォメーションパネル背面

に埋め込まれた状態で格納されている。これにより、背

面の凹凸はない。

【００５１】図６はこのタイプの支え台を引き出した状

態で、インフォメーションパネルを使用中の図である。

二本の棒足は（、片方を引き出せば、）同時に同じ角度

で降りてくるようになっている。この支え台も任意の角

度でしっかりと止まるように設計されている。

【００５２】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００５３】主婦が家庭内で使用する便利な携帯情報端

末として、生活防水機能が実現されている。

【００５４】自由自在に持ち運びできるモーバイル機能

は有しつつも、机の上に置いて、任意の角度で液晶画面

を眺めることができるような配慮がなされている。

【００５５】節電機能が組み込まれており、しかも、こ

の機能実行中に、液晶画面上に生活上役に立つ情報（時

計＋その日のスケジュール）がスクリーンセーバーとし

て表示される。

【００５６】特に、充電中にも、この節電機能が実行で

きる。

【００５７】家庭内でコードレス子機付き電話機と無線

接続できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】標準仕様のインフォメーションパネルの外観で

ある。

【図２】インフォメーションパネル側面の防水カバーを

開いた状態である。

【図３】あるタイプの支え台を持つインフォメーション

パネルの裏面を見たものである。裏面の凹凸はない。

【図４】このタイプの支え台を引き出した状態で、イン

フォメーションパネルを使用中の図である。

【図５】別のタイプの支え台を持つインフォメーション

パネルの裏面を見たものである。裏面の凹凸はない。

【図６】このタイプの支え台を引き出した状態で、イン

フォメーションパネルを使用中の図である。

【図１】 【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】 【図６】


